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満開の桜の下、足取りも軽く
太陽の国で行われた第５回観桜健康ウォーキング（４月 18 日）
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　寒い冬が終わると、暖かい春がやってきます。桜
の花や水芭蕉などいろいろな花が咲き出す春は、地
域の雰囲気が華やかになります。暖かい陽気に誘
われて外に出る機会も多くなりますね。そんな春を
楽しむイベントが村内各地で行われました。あなた
も、美しい春を楽しんでみませんか。

　４月 18 日に「第５回観桜健康ウォーキング大

会」が、開催されました。会場は、村内でも桜

並木が美しい太陽の国周辺で行われ、自分のペー

スで楽しみながら歩けるコースが設定されてい

ます。

　当日集まった参加者は、約 200 名で太陽の国

厚生センター前を発着とする、2.1 ㎞、3.5 ㎞、7.5

㎞の 3 コースに分かれ、佐藤正博村長の号砲の

合図で出発しました。

　今年は、太陽の国周辺の桜が満開になり、景

色を眺めながら、ウォーキングで心地よい汗を

流しゴールで完歩証を受け取っていました。

　

四
月
十
八
日
に
甲
子
高
原
の
西

郷
村
家
族
旅
行
村
「
キ
ョ
ロ
ロ
ン

村
」
が
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
例
年
よ
り
も
一
週
間

ほ
ど
早
い
再
オ
ー
プ
ン
で
、
同
時

に
ね
こ
ろ
ん
ぼ
広
場
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
の
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
甲
子
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
か

ら
、
村
で
は
駐
車
場
を
舗
装
整
備

し
、
大
型
バ
ス
等
も
駐
車
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
登
山
な
ど
豊
か
な
自
然
を

体
験
で
き
る
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の

拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
手
す

り
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
も
設
置
さ

れ
、
訪
れ
る
人
に
優
し
い
つ
く
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設

太
陽
の
国
で
は
、
春
に
な
る
と

敷
地
内
の
約
六
百
二
十
三
本
の

桜
が
一
斉
に
咲
く
こ
と
か
ら
、

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
西
郷
さ
く
ら
祭
り
実
行
委

員
会
で
は
、
四
月
十
八
日
に
「
西

郷
さ
く
ら
祭
り
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

十
八
日
の
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
に

は
、
元
阿
呆
鳥
菊
池
章
夫
・
金

子
透
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

や
、
あ
ぶ
く
ま
源
流
太
鼓
な
ど

各
種
団
体
に
よ
る
発
表
と
、
地

場
産
品
の
販
売
や
模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
敷
地
内
の
桜
を
見
な

が
ら
一
周
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
、
那

須
連
峰
と
桜
を
背
景
に
し
た
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
元

の
特
産
品
を
使
っ
た
お
菓
子
や

模
擬
店
で
売
ら
れ
る
焼
き
そ
ば

な
ど
を
食
べ
て
、
春
の
暖
か
な

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

桜彩映える青空のもと
　　　　　　西郷さくら祭り

甲
子
高
原
に

　
　

遊
び
に
い
き
ま
せ
ん
か

満開の桜並木を歩く
　　　　第５回観桜健康ウォーキング大会

さくらいろ
　
　
　
　

を
楽
し
む

暖
か
い
陽
の
光
を
浴
び
て
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一般会計
歳入

73 億 5,300 万円

財
主

自

源源

財
存
依

平成 21年度予算
　村では毎年２回、財政の状況を村民の皆さんに公表しています。今回は、３月の村議会定例会で可決されました平
成 21 年度当初予算の主なお金の使いみちについてお知らせします。福祉や環境の充実、社会資本の整備など、村民
の皆さんが安心して暮らすことのできる村づくりをめざし、一般会計は 73 億 5,300 万円、前年度比 0.4% の減とな
りました。
また、特別会計・企業会計予算につきましては、それぞれの事業目的を達成するため、必要額の確保に努めました。

今年はこのように使われます
一般会計予算は 73 億 5,300 万円

使用料・手数料
6,307 万円

その他の自主財源
9億 4,295 万円

地方交付税
10万円

国県支出金
10億 2,999 万円

地方債
3億 8,560 万円

その他の依存財源
4億 7,392 万円

その他の依存財源内訳
・地方譲与税  1 億 2,900 万円 
・利子割交付金 645 万円 
・配当割交付金  274 万円 
・株式等譲渡所得割交付金  275 万円 
・ゴルフ場利用税交付金  4,013 万円 

・地方消費税交付金  1 億 8,632 万円 
・自動車取得税交付金  2,870 万円 
・国有提供施設交付金  381 万円 
・地方特例交付金  7,104 万円 
・交通安全特別対策交付金  298 万円 その他の自主財源内訳

・分担金・負担金  9,779 万円 
・財産収入  3,252 万円 
・寄附金 2,600 万円 
・繰入金 5 億 8,722 万円 
・繰越金  4,000 万円 
・諸収入 1 億 5,942 万円 

村税の内訳
・村民税  18 億 5,727 万円
・固定資産税  23 億 9,559 万円
・軽自動車税  3,237 万円
・村たばこ税 1 億 4,564 万円
・入湯税  2,650 万円

歳 入 歳 出

【当初予算の概要】

　村税のうち、法人村民税については平成 20 年度決算見込額を勘案した
結果、前年度比 47.8％減を見込みました。固定資産税のうち土地につい
ては土地の下落傾向を受け、評価替により 0.9％の減、家屋については新
造分の見込みにより 1.8％の増、償却資産については、課税客体の増加に
より 9.4％の増、あわせて対前年度比で約 3.9％増を見込みました。
　一方、村税増収の影響で、前年度に引き続き本年度も普通交付税の不交
付団体となる見込みで、地方交付税は前年度と同額を見込みました。
　繰入金については前年度と同様、公的資金補償金免除繰上償還のための
財源として減債基金を、教育施設整備やその他公共事業実施のための財源
として公共施設整備基金と教育施設整備基金の繰入れをそれぞれ見込みま
した。
　地方債については、ここ数年継続して行ってきた大型事業の進捗などを
勘案し、本年度も必要な事業枠を確保するため必要額を見込みました。

　今年度の予算の主な特徴としては、以下のとおりです。

・児童・妊産婦医療費助成事業（子育て支援分）の増などにより、

　民生費で前年度比 10.3％の増

・平成 21 年度新規事業として、景気低迷による離職者を対象とし

　た緊急雇用対策事業費 24,000 万円を確保。

・小中学校耐震補強施設整備費の増などにより、教育費で前年度比

　16.9% の増

その他にも、地区コミュニティセンター建設や消防施設整備、防火

水槽の設置、歩道整備などの生活関連施設整備のための予算を確保

しました。

村税
44億 5,737 万円

一般会計
歳出

73 億 5,300 万円

目　的 事　　業　　名

総 務 費
○市町村生活交通対策事業
○衆議院議員選挙経費
○村長選挙経費

民 生 費
○地域生活支援事業・旧法施設支援費
○介護保険事業・介護サービス事業繰出金
○医療費助成（妊産婦・児童・乳幼児）

衛 生 費

○住民検診諸費
○浄化槽設置整備事業
○後期高齢者医療事務費
○妊産婦検診委託料

農林水産業費

○特定防衛施設周辺調整交付金事業
○小規模道水路整備事業
○水田農業構造改革推進事業
○自給飼料増産対策事業

商 工 費 ○中小企業経営合理化資金関係経費

土 木 費

○地域活力基盤創造交付金事業
○白河布引山演習場周辺道路改修等事業
○特定防衛施設周辺調整交付金事業
○まちづくり交付金事業

教 育 費
○小・中学校整備事業
○外国語指導助手諸費
○川谷小学校複式学級解消経費

平成 21年度一般会計当初予算の主な事業

特別会計
会　計　名 予算額 前年度比 ％

墓 地 特別会計 267 万円 100.0
国 民 健 康 保 険 　〃 15 億 4,014 万円 95.6
老 人 保 健 　〃 188 万円 1.7
土 地 造 成 事 業 　〃 1,228 万円 36.6
公共下水道事業 　〃 10 億 3,434 万円 99.8
農業集落排水事業 　〃 1億 8,937 万円 100.4
介 護 保 険 事 業 　〃 8億 5,463 万円 102.4
介護サービス事業 　〃 4,334 万円 100.3
後期高齢者医療 　〃 1億 1,024 万円 97.0

公営企業会計
水道事業会計 工業用水道会計

区　分 予算額 前年度比 ％ 区　分 予算額 前年度比 ％

収益的
収入 3億 3,115 万円 101.0

収益的
収入 3億 0,477 万円 90.9 

支出 3億 3,115 万円 101.0 支出 3億 0,477 万円 90.9

資本的
収入 2,830 万円 9.8

資本的
収入 1,485 万円 126.3

支出 1億 5,429 万円 31.7 支出 1億 3,893 万円 82.9
　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
額 125,995 千円は、当年度分損益勘定留保資金
100,024 千円、当年度分消費税及び地方消費税資
本的収支調整額 9,500 千円、当年度分利益剰余金
処分額 16,471 千円で補てんするものとする。

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
額 124,080 千円は、過年度分損益勘定留保資金
17,172 千円、当年度分損益勘定留保資金 94,855
千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額6,000千円、減債積立金取りくずし額6,053
千円で補てんするものとする。

総務費
10億 4,853 万円

民生費
14億 0,879 万円

衛生費
4億 2,216 万円

農林水産業費
4億 4,005 万円商工費

2億 4,114 万円

土木費
15億 2,486 万円

消防費
3億 0,054 万円

教育費
9億 2,369 万円

公債費
8億 6,925 万円

その他
2,593 万円

・民　生　費 71,749 円
・教　育　費 47,043 円
・総　務　費 53,401 円
・土　木　費 77,660 円
・衛　生　費 21,500 円
・農林水産業費 22,411 円
・労　  働　  費　  1,251 円
・商　  工　  費    12,281 円
・消　防　費 15,306 円
・公　債　費 44,270 円
・そ　の　他 7,610 円

村民１人当たりの額は ・・・

374,482 円

議会費
1億 2,350 万円

その他の内訳
・災害復旧費  2 万円 
・予備費 2,591 万円 

労働費
2,456 万円
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区　　分 未償還額
一 般 会 計 6,742,603 千円 
公共下水道事業特別会計 4,727,941 千円 
農業集落排水事業特別会計 2,088,508 千円 
介護サービス事業特別会計 125,740 千円 
水 道 事 業 会 計 1,016,046 千円
工 業用水道事業会計 1,679,485 千円

　平成 21 年４月 3 日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 6,077,250 千円 6,112,140 千円 100.6%
地 方 譲 与 税 139,330 千円 140,955 千円 101.2%
地 方 交 付 税 15,000 千円 37,081 千円 247.2%
分担金・負担金 94,638 千円 91,622 千円 96.8%
使用料・手数料 64,738 千円 59,059 千円 91.2%
国 庫 支 出 金 931,138 千円 471,931 千円 50.7%
県 支 出 金 287,308 千円 219,837 千円 76.5%
財 産 収 入 46,354 千円 43,570 千円 94.0%
繰 入 金 174,916 千円 138,952 千円 79.4%
繰 越 金 103,921 千円 103,922 千円 100.0%
諸 収 入 164,128 千円 136,271 千円 83.0%
地 方 債 111,000 千円 0 千円 0%
そ の 他 381,175 千円 384,787 千円 100.9%
合 計 8,590,896 千円 7,940,127 千円 92.4%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 121,409 千円 120,945 千円 99.6%
総 務 費 2,053,538 千円 1,389,722 千円 67.7%
民 生 費 1,341,841 千円 1,275,224 千円 95.0%
衛 生 費 714,380 千円 683,617 千円 95.7%
労 働 費 7千円 7 千円 100.0%
農林水産業費 494,683 千円 436,958 千円 88.3%
商 工 費 408,077 千円 289,647 千円 71.0%
土 木 費 1,502,262 千円 1,203,187 千円 80.1%
消 防 費 304,416 千円 280,423 千円 92.1%
教 育 費 797,510 千円 737,836 千円 92.5%
災 害 復 旧 費 0千円 0 千円 0%
公 債 費 826,883 千円 826,880 千円 100.0%
予 備 費 25,890 千円 0 千円 0%
合 計 8,590,896 千円 7,244,446 千円 84.3%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 2,876 千円 3,543 千円 123.2%
2,875 千円 100.0%

国民健康保険 1,750,731 千円 1,598,030 千円 91.3%
1,557,194 千円 88.9%

老 人 保 健 136,045 千円 134,104 千円 98.6%
119,023 千円 87.5%

土地造成事業 48,129 千円 48,134 千円 100.0%
31,362 千円 65.2%

公共下水道事業 971,258 千円 826,797 千円 85.1%
956,022 千円 98.4%

農業集落排水事業 188,985 千円 181,562 千円 96.1%
180,879 千円 95.7%

介護保険事業 867,962 千円 822,179 千円 94.7% 
743,607 千円 85.7%

介護サービス事業 42,400 千円 42,098 千円 99.3%
48,848 千円 115.2%

後期高齢者医療 102,482 千円 98,104 千円 95.7%
95,994 千円  93.7%

区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 341,159 千円 342,812 千円 100.5%
支出 341,159 千円 266,030 千円 78.0%

資本的 収入 280,655 千円 261,752 千円 93.3%
支出 490,951 千円 483,224 千円 98.4%

区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 297,413 千円 297,721 千円 74.9%
支出 297,413 千円 142,883 千円 48.0%

資本的 収入 0千円 0千円 0%
支出 117,067 千円 112,553 千円 96.1%

一般会計

特別会計 公営企業会計

●歳入 ●歳出

財 政 調 整 基 金 2,107,565 千円 
減 債 基 金 335,328 千円 
地 域 福 祉 基 金 74,135 千円 
人 材 育 成 基 金 413,515 千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 37,650 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 698,989 千円
電源立地地域対策交付金基金 5,575 千円

地 域 振 興 基 金 37,463 千円 
義務教育施設整備基金 740,871 千円 
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 21,246 千円
畜 産 振 興 基 金 5,083 千円 
環 境 基 金 6,314 千円
土 地 開 発 基 金 151,292 千円
子 育 て 基 金 200,000 千円

●基金 ●地方債（平成 20 年度末見込み）

平 成 執の算予度年 況状行行行行 状状状 況況況年年年 度度度 予予予 算算算 のの 執執執成成成平平平

基基基基 金金金金 及及及及 びびびび 地地地地 方方方方 債債債債 状状状状ののの 況況況況
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●水道事業会計

●工業用水道事業会計

　５月から平成 21 年度児童手当の認定請求を受付いたします。今まで所得制限で手当を受給できなかった方
も、平成 20 年中の所得により新たに受給可能になる場合があります。申請の翌月分より支給対象となります
ので、遅れずに申請してください。
　また、現在児童手当を受給されている方は、６月に現況届けの用紙が送付されますので、忘れずに提出して
ください。

◎
●小学校修了までの児童（12 歳到達後最初
　の３月 31 日までの間にある児童）を養育
　している方で、平成 20 年中の所得が右記
　に掲げる金額未満の方に支給されます。
    

扶養親族等の数
所得制限限度額

国民年金加入者等 厚生年金加入者等
０人 460 万円 532 万円
１人 498 万円 570 万円
２人 536 万円 608 万円
３人 574 万円 646 万円
４人 612 万円 684 万円
５人 650 万円 722 万円

●必要書類等
　・印鑑　
　・請求者名義の銀行等の口座（ゆうちょ銀行以外）　　
　・健康保険被保険者証（請求者のもの）　
　・平成 21 年１月１日以降に転入された方は「平成 21 年度児童手当用所得証明書」（後日でも可）　

◎
　　父母の離婚などにより父親と一緒に生活し
　ていない母子家庭などの生活の安定と自立を
　助け、お子さんの心身の健やかな成長のため
　に支給される手当です。
●児童扶養手当を受給できる方　
　　次のいずれかに該当する 18 歳到達後最
　初の３月 31 日までの間にある（心身に一
　定の障がいがあるときは 20 歳未満）児童
　を監護している母、又は母にかわってその
　児童を養育している人
　⑴父母が離婚した後、父と生計を同じくし
　　ていない児童
　⑵父が死亡した児童
　⑶父が一定の障がいの状態にある児童
　⑷父の生死が明らかでない児童
　⑸父が引き続き１年以上遺棄している児童
　⑹父が法令により引き続き１年以上拘禁さ
　　れている児童
　⑺母の婚姻によらないで生まれた児童
　⑻孤児などで、父母がいるのか否か不明の
　　児童

◎
●特別児童扶養手当を受給できる方
　　身体又は精神に中度又は重度の障がいを
　有する 20 歳未満の児童を監護している父、
　もしくは母又は父母にかわって児童を養育
　している人

●次のような場合は手当が支給されません
　⑴手当を受けようとする人、対象となる児童が日本　
　　に住所を有しない場合
　⑵対象となる児童が父又は母の死亡について支給さ　
　　れる公的年金を受けることができる場合
　⑶対象となる児童が父もしくは母の死亡について労　
　　働基準法の規定による遺族補償を受けることがで
　　きる場合
　⑷対象となる児童が父に支給される公的年金給付の　
　　加算の対象となっている場合
　⑸対象となる児童が里親に委託されている場合
　⑹対象となる児童が児童福祉施設（保育所・通園施　
　　設を除く）などに入所している場合
　⑺父と生計を同じくしている場合（ただし、父が障　
　　がい該当の場合を除く）
　⑻対象となる児童が母の配偶者（婚姻の届出をして　
　　いないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者も
　　含む）に養育されている場合
　⑼母又は母にかわってその児童を養育している人が、　
　　公的年金を受けることができる場合や、児童の父　
　　又は母の死亡に伴い支給される遺族補償を受ける　
　　ことができる場合

●次のような場合は手当が支給されません
　⑴手当を受けようとする人、対象となる児童が日本　
　　に住所を有しない場合
　⑵児童が肢体不自由児施設や知的障がい児施設など　
　　の施設に入所している場合
　⑶児童が障がいを理由として厚生年金などの公的年　
　　金を受けることができる場合

■問合せ　福祉課（児童福祉係）☎２５－１５０９
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№ 行政区名 氏　名 № 行政区名 氏　名 № 行政区名 氏　名
1 米 小針　俊夫 16 折　口 菊地　力男 31 黒　川 中村　　勲
2 長　坂 鈴木　謙二 17 上折口原 北野　勝雄 32 大清水 小林　文雄
3 柏　野 内藤　四郎 18 東高山 芳賀　　徹 33 一の又 仁井　　治
4 赤　渕 大高　秀夫 19 東高山ニュータウン 佐藤　　薫 34 芝　原 小林　好明
５ 下羽太 小松　雅紀 20 下折口原 岩佐　剛志 35 川　谷 松本　孝信
６ 羽太グリーンタウン 安孫子達志 21 間の原 西坂　雄治 36 伯母沢 村上　喜市
7 中久保 大原　勝雄 22 下新田 花安　紀夫 37 甲子高原 山形　利雄
8 上羽太 鈴木喜代次 23 上新田 鈴木　由夫 38 大　窪 増田　周六
9 虫　笠 白岩　春雄 24 山　下 鈴木　　功 39 うつぎ窪住宅 河西　　淳
10 真名子 猪越　静作 25 家畜改良センター 齊藤　義雄 40 折口原住宅 真船　昭司
11 熊　倉 鈴木　通久 26 原中下 越前　六郎 41 雇用促進住宅 佐藤　秀樹
12 谷地中 仁平　　繁 27 原中上 鈴木　　勉 42 岩下団地 菊地　清栄
13 鶴　生 菊池　　満 28 上野原下 大越　捷夫 43 下羽太新住宅 鈴木　弘美
14 追　原 秋山　政治 29 上野原上 有賀　春雄 44 新羽太団地 鴇巣　信裕
15 真　船 真船　仁志 30 大　平 佐川　邦宏 45 下羽太団地 穂積　政夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　45 行政区長の皆様に委嘱状を交付
　平成 21 年度行政区長及び保健委員に、４月８日西郷村文化センターで委嘱状の交付式が行われました。

今年度から谷地中行政区と大窪行政区が、新たに加入しました。各行政区長の皆様、お世話になります。　　

　　　　　　　　　　　　　平成 21 年度　行政区長及び保健委員名簿　（敬称略）
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幸
子
▽
学
校
教
育

課
主
任
用
務
員
〔
西
郷
第
一
中
学

校
〕（
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）
篠
崎
カ
ヨ

▽
建
設
課
主
査
（
福
島
県
市
町
村

総
室
派
遣
）
渡
部
祥
一
▽
福
祉
課

主
査
（
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
派
遣
）
小
松
紀
貴
▽
学

校
教
育
課
副
主
任
用
務
員
〔
小
田

倉
小
学
校
〕（
学
校
教
育
課
副
主

任
用
務
員
〔
米
小
学
校
〕）
高
橋

幸
子
▽
学
校
教
育
課
副
主
任
用
務

員
〔
米
小
学
校
〕（
学
校
教
育
課

副
主
任
用
務
員
〔
西
郷
第
一
中
学

校
〕）
高
田
正
子
▽
学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理

員
（
学
校
教
育
課
副
主
任
用
務
員

〔
川
谷
小
学
校
〕）
年
本
和
子
▽

福
祉
課
み
ず
ほ
保
育
園
副
主
任
調

理
員
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員
）
辺
見
三

起
子
▽
学
校
教
育
課
副
主
任
用
務

員
〔
川
谷
小
学
校
〕（
福
祉
課
み

ず
ほ
保
育
園
副
主
任
調
理
員
）
小

林
光
恵
▽
学
校
教
育
課
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員
（
学
校

教
育
課
副
主
任
用
務
員
〔
小
田
倉

小
学
校
〕）
中
野
目
理
津
子
▽
福

祉
課
み
ず
ほ
保
育
園
副
主
任
保
育

士
（
福
祉
課
み
ず
ほ
保
育
園
保
育

士
）
宮
城
千
由
紀
▽
福
祉
課
ま
き

ば
保
育
園
副
主
任
保
育
士
（
福
祉

課
ま
き
ば
保
育
園
保
育
士
）
本
宮

暢
恵
▽
健
康
推
進
課
主
査
（
健
康

推
進
課
主
事
）
鈴
木　

亮
▽
企

画
調
整
課
主
査
（
企
画
調
整
課
主

事
）
長
谷
川
寿
之

【
係
員
相
当
職
】

▽
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
派
遣
（
農
政
課
主
事
）
和
知

康
弘
▽
商
工
観
光
課
主
事
（
那
須

甲
子
青
少
年
自
然
の
家
派
遣
）
鈴

木
智
章
▽
税
務
課
主
事
兼
収
納
率

向
上
推
進
班
主
事（
税
務
課
主
事
）

小
松
大
介
▽
税
務
課
主
事
兼
収

納
率
向
上
推
進
班
主
事
（
税
務
課

主
事
）
高
崎
聡
之
▽
健
康
推
進
課

栄
養
士
（
新
任
）
鈴
木
裕
美
▽
健

康
推
進
課
保
健
師
（
新
任
）
冨
塚

亜
季
子
▽
企
画
調
整
課
主
事
（
新

任
）
山
﨑
仁
宏
▽
学
校
教
育
課
主

事
（
新
任
）
須
藤
浩
平
▽
税
務
課

主
事
（
新
任
）
緑
川　

賢
▽
農
政

課
主
事
（
新
任
）
吉
成
英
俊

【
退
職
者
】〈
三
月
三
十
一
日
付
け
〉

▽
真
船
信
生
（
参
事
兼
議
会
事
務

局
長
兼
監
査
委
員
主
任
書
記
▽
小

林
好
明（
参
事
兼
上
下
水
道
課
長
）

▽
吉
田　

博
（
税
務
課
長
）
▽
秋

山
マ
サ
ヱ
（
商
工
観
光
課
専
門
主

査
兼
商
工
観
光
係
長
）
▽
菅
野
美

代
子
（
福
祉
課
み
ず
ほ
保
育
園
園

長
）
▽
小
泉　

誠
（
学
校
教
育
課

専
門
主
査
兼
車
両
係
長
）
▽
藤
井

聡
美
（
健
康
推
進
課
保
健
師
）
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第
一
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

請
願
は
三
件
、
陳
情
は
二
件
で
し

た
。
各
所
管
の
常
任
委
員
会
が
付

託
を
受
け
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

▽
公
共
工
事
の
拡
大
及
び
早
期
発

注
に
係
る
請
願
（
採
択
）

▽
物
価
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ

に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
（
不
採
択
）

▽
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
は

じ
め
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改

善
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
を
提

出
す
る
請
願
（
採
択
）

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情
に
つ
い
て
（
採
択
）

▽
雇
用
を
守
る
緊
急
対
策
及
び
労

働
法
制
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
陳
情
に
つ
い
て
（
採
択
）

会　計 補正額 総　額
一 般 会 計 681,581 8,572,668
墓 地 特 別 会 計 209 2,876
国民健康保険特別会計 41,863 1,750,731
老 人 保 健 特 別 会 計 △ 7,161 136,045
土地造成事業特別会計 △ 14,124 48,129
公共下水道事業特別会計 　△ 26,494 971,258
農業集落排水事業特別会計 △ 2,592 188,985
介護保険事業特別会計 4,808 867,962
介護サービス事業特別会計 △ 1,450 42,400
後期高齢者医療特別会計 △ 11,351 102,482

　

西
郷
村
高
齢
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
、
西
郷
村
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」

「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
は
、
社
会

福
祉
法
人
西
郷
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
西
郷
村
家
族
旅
行
村
、

西
郷
村
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、

西
郷
観
光
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ

れ
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
議
決
を
得
ま
し
た
。

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て
（
可
決
）

　

地
方
自
治
法
第
96
条
第
1
項

第
13
号
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
▽
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
団
体
数
の
減
少

及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

平
成
21
年
3
月
31
日
を
も
っ

て
、
会
津
若
松
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
を
福
島
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
か
ら
脱
退
し
、

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
公
立

岩
瀬
病
院
組
合
の
名
称
を
公
立

岩
瀬
病
院
企
業
団
に
変
更
し
、

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
集
会
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

谷
地
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
新
設
に
伴
い
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

▽
土
地
の
取
得
に
つ
い
て（
可
決
）

　

下
羽
太
ふ
れ
あ
い
広
場
の
用

地
を
取
得
す
る
た
め
、
議
決
を

得
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
可
決
）

　

道
路
法
第
8
条
第
2
項
の
規

定
に
基
づ
き
8
路
線
が
新
た
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
（
可
決
）

　

道
路
法
第
10
条
第
1
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
新
認
定
路
線
の

重
複
と
歩
道
と
し
て
整
備
す
る

た
め
2
路
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
可
決
）

●一般会計・特別会計【３月補正】

▽
西
郷
村
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）

　

国
道
289
号
甲
子
ト
ン
ネ
ル
開
通

に
伴
い
、
南
会
津
郡
下
郷
町
及
び

南
会
津
町
へ
の
旅
費
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

▽
公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

白
河
市
、
西
郷
村
、
泉
崎
村
、

中
島
村
及
び
矢
吹
町
の
公
の
施

設
の
一
部
に
つ
い
て
、
相
互
利

用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
議
決

を
得
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
公
の
施
設
の
利
用
の
特

例
に
関
す
る
条
例
（
可
決
）

　

公
の
施
設
の
相
互
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
生
活
路
線
バ
ス
等
運
行
対
策
審

議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
可

決
）

　

道
路
運
送
法
の
改
正
に
基
づ

き
、
仮
称
「
西
郷
村
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
要
綱
で
定
め
る

た
め
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
介
護
保
険
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

（
可
決
）　

　

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
等

を
図
る
た
め
の
介
護
報
酬
の
改

定
に
伴
う
国
の
特
例
交
付
金
を

管
理
す
る
た
め
、
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

▽
西
郷
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
（
可
決
）

　

第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

▽
西
郷
村
ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療

区　分  補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 1,865 341,159
支出 1,865 341,159

資本的
収入 463 280,655
支出 △ 3,058 490,951

●公営企業会計【３月補正】

区　分  補正額 総　額

工業用水道
事 業 会 計

収益的
収入 461 297,413
支出 461 297,413

資本的
収入 0 0
支出 △ 18,149 117,067

　

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
（
三
月
四
日
〜
十
六
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
な
ど
、
村
長

提
出
の
四
十
一
議
案
、
議
員
発
議
四
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
の

主
な
件
名
と
議
決
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（千円）（千円） ▽
西
郷
村
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例
（
可
決
）

　

地
方
公
務
員
法
第
26
条
の
5
の

規
定
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

▽
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）

　

村
長
及
び
副
村
長
の
給
料
の

減
額
（
5
％
）
の
期
間
が
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

　
▽
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

　

教
育
公
務
員
特
例
法
の
改
正
及

び
、
教
育
長
の
給
料
の
減
額
期

間
を
延
長
す
る
た
め
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　救急専用の医療機器を装備し、救急医療の専門医、看護師が搭乗して救命医療を行うドクターヘリが、

運航開始から１年を経過しました。白河地方の出動回数等をお知らせします。

月 H20・4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 H21・1月 2 月 ３月
回数 ３ １ ４ ０ １ ３ ２ ３ ３ １ ２ ３

名       称 所  在  地
西郷村多目的運動広場 西郷村大字熊倉字下山 8
独立行政法人家畜改良センター 西郷村大字小田倉字小田倉原 1
西郷村村民野球場サブグランド 西郷村大字小田倉字中島 39
西郷村立川谷小中学校 西郷村大字真船字蒲日向 269
福島県立西郷養護学校 西郷村大字真船字芝原 151 － 1

村内のドクターヘリ離着陸場所一覧

安全運航のためのお願い
・ヘリが着陸する場所から待避してください。
・着陸後は救命治療を行いますので近寄らないでください。
・離着陸の際は、ヘリの風圧や騒音が発生します。吹き飛ば
されやすいものは室内にしまって、窓を閉めてください。

し
た
の
で
報
告
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

▽
西
郷
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
可
決
）

　

質
疑
の
方
法
等
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
雇
用
を
守
る
緊
急
対
策
及
び
、

労
働
法
制
の
改
正
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
は

じ
め
、
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
（
可
決
）

　
※
こ
れ
ら
の
可
決
さ
れ
た
意
見

書
は
、
関
係
省
庁
へ
送
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

■問合せ　公立大学法人　
 　福島県立医科大学付属病院
　 ☎ （病院経営課）

村
長
提
出
議
案

報　

告

議
員
提
出
発
議

請
願
・
陳
情

＝
請　
　

願
＝

＝
陳　
　

情
＝
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　平成 21 年度西郷村消防団辞令交付式が、村

民体育館で行われました。

　本部役員、各分団の班長や新団員の代表者に

德田消防団長より辞令書が手渡されました。

　統監である村長より「村民の生命と財産を守

るために努めてください」と、あいさつがあり

団員達は、きびきびした態度で臨んでいました。

　農作物を霜の被害から守るため、村に「西郷

村防霜対策本部」が設置されました。

　この日、佐藤村長と真船農政課長が、対策本

部の看板を掲げました。この時期は霜が降りや

すいため、５月 31 日までの期間、降霜情報等

が出た場合にいち早く、防災行政無線などでお

知らせします。農家の皆さんは、防霜対策本部

からの情報に耳を傾け、霜から農作物を守りま

しょう。

　農業後継者不足が問題となってる中、白河農

業協同組合西郷支所において、西郷村認定農業

者に対し、認定書の交付式が行われました。

　今回新たに鈴木寿央さん、小山田祐治さん、

大森 一さん、鈴木昭司さん、鈴木浩二さんの５

名に、認定農業者として西郷村長より認定書が

交付されました。今後、西郷村の農業の担い手

として活躍が期待されています。

　大平コミュニティセンターで、大平地区のいき

いきサロンが開催されました。これは地域のお年

寄りのみなさんが、月１回集まりお茶を飲みなが

ら手芸をしたり、軽体操などをするもので、今

回は内山満義さんを講師に干支の丑年にちなみ、

「丑の切り絵」に挑戦しました。参加した 20 名

のみなさんは、細かい作業にもかかわらず、熱心

に取り組んでいました。

　村内の５つの小学校と３つの中学校で、入学式が行われまし
た。今年の入学者は熊倉小 69 名、小田倉小 84 名、米小 30 名、

羽太小 18 名、川谷小 10 名、西一中 104 名、西二中 95 名、

川谷中７名です。川谷小学校と川谷中学校では、合同の入学式

を行いました。

　西郷第一中学校男子が、三重県四日市市で開

催された第 33 回全国ジュニア王座決定ソフト

テニス大会において準優勝に輝き、村長に結果

を報告しました。この日役場を訪れたのは、菅

家校長、小林先生と選手のみなさんです。

　なお、1988 年に第１回の大会が行われた時

にも西郷第一中学校男子は好成績を残しました。
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西郷村中央公民館図書室だより

■問合せ　企画調整課（広報統計係） 

　☎２５－２９４３

　今回は、就業者の性別と就業している業種に着目して就業に関する数
値をみてみましょう。
　まず、性別でみた就業率です（図 1）。就業率は、15 歳以上の人口に
占める就業者の割合を表しています。男女の就業率は共に昭和 50 年か
ら大きな変動はなく、男性の就業率は、常に女性の就業率よりも 25％
前後高い値となっています。 
　次に、産業別就業率をみてみましょう。図 2が男性就業者に関する
グラフ、図 3 が女性就業者に関するグラフです。どちらも第一次産業
の就業率減少が目立ちます。また、女性就業者の特徴として、第三次産
業への就業率の大幅な増加があり、平成 17 年には、女性就業者の 6割
以上が第三次産業に就業していることがわかります。
　表１は、各産業に属する業種別にみた就業率をまとめたものです。平
成 17 年時点で産業別に就業率をみると、男女ともに第三次産業への就
業率が最も多くなっていますが、業種別にみると、第二次産業に分類さ
れる製造業が男女ともに最も多いことがわかります。
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【図１：就業率（資料：国勢調査）】
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【図３：産業別就業率（女性）（資料：国勢調査）】
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【図 2：産業別就業率（男性）（資料：国勢調査）】

第一次 第二次 第三次

女性就業者に占める率【%】
（その業種に就業している
女性就業者数【Ａ】/女性
就業者総数）

同産業に就業している人数
に占める女性就業率【%】
（【Ａ】/その業種に就業し
ている就業者総数【B】）

男性業者に占める率【%】
（その業種に就業している
男性就業者数【C】/男性
就業者総数）

同産業に就業者数に占める
男性就業率【%】
（【C】/【B】）

第一次
産業

農業 6.9 36.9 7.9 63.1
林業 0.0 0.0 0.2 100.0
漁業 0.0 0.0 0.1 100.0

第二次
産業

鉱業 0.0 0.0 0.3 100.0
建設業 2.6 13.6 11.3 86.4
製造業 25.4 31.5 37.2 68.5

第三次
産業

電気・ガス・熱供給・水道業 0.2 25.9 0.3 74.1
情報通信業 0.2 25.0 0.4 75.0
運輸業 2.0 18.4 5.9 81.6
卸売・小売業 16.7 57.4 8.3 42.6
金融・保険業 1.9 69.5 0.5 30.5
不動産業 0.5 31.7 0.7 68.3
飲食店，宿泊業 8.5 57.6 4.2 42.4
医療，福祉 16.3 74.6 3.7 25.4
教育，学習支援業 4.2 52.2 2.6 47.8
複合サービス事業 0.6 31.6 0.9 68.4
サービス業（他に分類されな
いもの） 11.7 42.4 10.6 57.6

公務（他に分類されないもの） 1.1 18.6 3.2 81.4
分類不能の産業 1.3 38.1 1.4 61.9

【表１：業種別にみた就業率（資料：平成 17 年国勢調査）】
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仮
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。
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で
お
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す
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企
画
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整
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☎
２
５
│
２
９
４
３

村の新鮮な農産物を食べてもらいたい
　４月 18 日に村の新鮮な農産物を販売するキョロ

ロン村売店に農産物直売コーナーがオープンしまし

た。村内の農家が丹精込めて作った野菜や米などの

農産物や、漬け物、豆腐などの農産加工物が販売さ

れております。

　この直売コーナーは、昨年、国道 289 号甲子ト

ンネルの開通により、観光バス等の通行が増加して

いることから村の新鮮でおいしい農産物を観光客の

方々に食べてもらいたいとオープンいたしました。

　キョロロン村直売所友の会では、農産物や農産加

工物を出品していただける農家の方や加工業者の方

を募集しています。詳しくは農政課農政振興係まで

「第 16 回赤面山山開き」

　甲子連山に登山シーズンの到来を告げる、

第 16 回赤面山山開きが水の郷自然紀行実行委

員会の主催で行われます。

　赤面山の山頂からは、茶臼岳、旭岳が目の

前に広がり雄大なパノラマを楽しむことがで

きます。

　また、登頂記念として先着600名に記念バッ

チや豪華賞品が当たる抽選会などがあります。

●日時　５月 31 日㈰
●受付期間　午前 8 時（旧白河高原スキー場）
※受付後、自由登山とします（午後２時 30
分までには下山し、到着してください）。

●式典　午前８時（スキー場第１ゲレンデ）
●山頂行事　豪華賞品が当たる抽選会
■問合せ
　水の郷自然紀行実行委員会事務局
（商工観光課☎２５─２９１０）

　村のシンボルスポーツである健康ウォーキ

ングを、日光国立公園阿武隈川源流域の甲子

高原で行います。ウォーキングは、心身とも

にリフレッシュすることが出来ます。

　ウォーキングコースは、「剣桂コース」４㎞

と、「きびたきコース」10 ㎞の２コースがあ

ります。甲子高原の豊かな自然を満喫し、健

康増進に役立ててください。

●日時　５月 23 日㈯小雨決行
　　　　受付　８時 30 分～
●場所　
　西郷村家族旅行村「キョロロン村」　
　　ねころんぼ広場
●コース
　・剣桂コース  （４㎞）
　・きびたきコース（10 ㎞）
　■問合せ　　商工観光課

「源流の郷わくわく
　　　　　　健康ウォーキング」
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流
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・
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③
保
険
証
を
提
示
し
医
療
機
関
を
受 

　
　

診
す
る

　
　
　
　
　

←

妊
産
婦
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
少
子
化
対
策
や
母
子
福
祉

の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
妊
産
婦
医
療
費
助
成
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
ま
す
妊
産
婦
の
方
は
、
次

の
事
項
を
参
照
の
う
え
手
続
き
く
だ
さ

る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

平
成
21
年
４
月
か
ら

●
対
象
者
と
無
料
に
な
る
期
間

　
　

妊
娠
５
ヶ
月
（
妊
娠
16
週
）
と
な
っ

　

た
月
か
ら
、
出
産
日
の
翌
月
ま
で
の
妊

　

産
婦
で
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

※
週
数
等
は
、
母
子
手
帳
等
で
確
認
し
ま 

　

す
。

　

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

　
　
　

申
請
の
必
要
は
な
く
、
医
療
機

　
　

関
で
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、

　
　

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

②
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
の
方

　
　
　

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
医

　
　

療
機
関
で
一
度
、
３
割
負
担
分
を

　

④
領
収
書
を
妊
産
婦
医
療
費
助
成
申
請

　
　

書
に
添
付
し
、
福
祉
課
国
保
係
へ

　
　

申
請
す
る

　
　
　
　
　

←

　

⑤
後
日
、
自
己
負
担
し
た
医
療
費
が

　
　

口
座
へ
振
り
込
ま
れ
る

●
そ
の
他

　

①
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す
。

　

②
公
費
負
担
に
係
る
療
養
費
分
は
、
除

　
　

き
ま
す
。

　

③
医
療
保
険
証
が
資
格
証
（
10
割
負

　
　

担
）
や
無
保
険
者
の
妊
産
婦
は
対
象

　
　

外
で
す
。

■
問
合
せ　

福
祉
課
（
国
保
係
）

　

明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
車
検

　

証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　

さ
い
。
車
検
時
に
は
必
ず
必
要
に
な

　

り
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
で
口
座
振
替
を
ご
利
用

　

の
方
に
は
、
引
落
確
認
が
で
き
ま
し

　

た
ら
、
６
月
中
旬
に
継
続
検
査
用
（
車

　

検
用
）
の
納
税
証
明
書
を
送
付
い
た

　

し
ま
す
。

■
問
合
せ

　
〈
自
動
車
税
〉

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
２
３
｜
１
５
１
９

　
〈
軽
自
動
車
税
〉

　

税
務
課
（
賦
課
係
）

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
と
、
６
月
か
ら

11
月
ま
で
を
調
査
期
間
と
し
て
、
村
内

２
地
区
で
労
働
力
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
が
大
平
地
区
、

６
月
か
ら
11
月
ま
で
が
折
口
原
地
区
が

調
査
対
象
地
区
で
、
総
務
大
臣
の
定
め

る
方
法
に
よ
り
県
知
事
が
選
定
し
た
世

帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
区
地
図
と
調
査

世
帯
選
定
の
基
礎
資
料
と
な
る
抽
出
単

位
名
簿
の
作
成
の
た
め
調
査
区
を
巡
回

し
、
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の
記
入
の
お

願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
景
気
判
断
や
雇
用
対

策
等
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
調
査
課

　

労
働
力
調
査
担
当

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
４
５

　

企
画
調
整
課
（
広
報
統
計
係
）

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

６
月
４
日
を
調
査
期
日
と
し
て
国
民
生
活

基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
地

区
は
、
下
羽
太
行
政
区
、
柏
野
行
政
区
、
赤

渕
行
政
区
の
一
部
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

年
金
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を
調
査

し
、
調
査
結
果
は
、
厚
生
労
働
行
政
の
企
画

立
案
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
区
内
を
巡
回
し
、
５

月
下
旬
に
調
査
票
の
配
布
を
行
い
ま
す
の

で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
２
２
―
５
４
４
７

　

企
画
調
整
課
（
広
報
統
計
係
）

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日
㈪
で
す
！

　
●
納
税
通
知
書
送
付
に
つ
い
て

　

・
自
動
車
税
の
場
合　

　
　
　

５
月
８
日
頃
に
県
税
部
よ
り
送

　
　

付
さ
れ
ま
す
。

　

・
軽
自
動
車
税
の
場
合

　
　
　

５
月
１
日
頃
に
役
場
税
務
課
よ

　
　

り
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
支
払
場
所　
　

　
　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
（
農

　

協
）、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
又
は
県
税

　

部
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
・

　

県
税
部
窓
口
で
は
お
取
り
扱
い
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
が
あ
る
方
の
減
免
に
つ
い
て

　
　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
知
的

　

又
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定

　

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申

　

請
に
よ
り
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

　

の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
減
免
を

　

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
５
月
25
日
㈪

　

ま
で
に
所
要
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。　

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
を
納
め
た

　

と
き
の
領
収
証
書
に
は
、
自
動
車
の

　

継
続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
納
税
証

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48 － 1234）
　［診療日］５月 10・17・24・31 日（8時 30 分～ 12 時 30 分）

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121

保健福祉センター他   ※代表（25-1111）からの転送は不可

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福 祉 課 ( 国 保 ）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　５月休日当番日
３日小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691
  ４日 斎 須 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-4347
  ５日 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
  ６日 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303
  10 日 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889
17 日 佐 久 間 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-3118
24 日 佐 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1184
31 日 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191

●小児科医　５月休日当番日（白河地区）
  ３日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  ４日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
５日 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  ６日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
10 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
17 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
24 日 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
31 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040

●内科医　５月休日当番日（白河地区）
 ３日 会 田 病 院（矢吹町）☎ 42-2121
  ４日 会 田 病 院（矢吹町）☎ 42-2121
  ５日 会 田 病 院（矢吹町）☎ 42-2121
  ６日 渡 部 病 院（矢吹町）☎ 44-4111
10 日 ありがクリニック（白河市）☎ 21-1311
17 日 いがらし内科クリニック（白河市）☎ 21-9111
24 日 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
31 日 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（9時～ 17 時）

●今月の納税及び上下水道使用料

軽 自 動 車 税（全　期）
上下水道使用料（5 月 分）

６月１日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

◎
必
要
書
類

　

⑴
登
録
申
請
書
（
役
場
・
保
健
福

　
　

祉
セ
ン
タ
ー
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
　

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）

　

※
保
険
組
合
・
共
済
組
合
等
は

　
　

附
加
給
付
の
証
明
を
事
前
に

　
　

受
け
、
申
請
願
い
ま
す
。

　

⑵
母
子
手
帳

　

⑶
被
保
険
者
証
（
本
人
の
も
の
）

　

⑷
通
帳
（
銀
行
・
支
店
・
口
座

　
　

番
号
・
名
義
人
等
が
わ
か
る

　
　

も
の
）

　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可

　

⑸
印
鑑
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る
こ
と

　

・
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ

　
　

る
こ
と

　

・
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

　
　
（
60
歳
以
上
は
単
身
可
）

　

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

・
そ
の
他
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た

　
　

す
者

●
募
集
期
間

　

５
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭

●
選
考
方
法

　
　

く
じ
引
き
に
よ
る
一
次
抽
選
及
び

　

本
抽
選
を
行
う

　
　

抽
選
会　

５
月
18
日
㈪　

10
時
〜

●
申
込
方
法

　
　
「
村
営
住
宅
等
入
居
申
込
書
」
及
び

　

必
要
な
添
付
書
類
の
提
出

●
受
付
場
所

　

建
設
課
又
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
（
ジ
ャ
ス
コ
白
河
西
郷
店
内
）

●
入
居
時
期

　

６
月
１
日
㈪
〜

●
募
集
団
地

　

村
営
岩
下
団
地（
小
田
倉
字
岩
下
75
番
地
１
）

　

①
１
号
棟
101
号
室

　

②
３
号
棟
205
号
室

　

間
取
り
＝
３
Ｄ
Ｋ
（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）

　

家
賃
＝
所
得
額
に
応
じ
る

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

●
交
通
事
故
相
談

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

●
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　
〈
５
月
以
降
の
日
程
〉

　
　

５
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭

　
　

６
月
11
日
㈭
、
25
日
㈭

　
　

13
時
〜
16
時

●
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　
　

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

　

ー
が
４
月
か
ら
郡
山
市
に
移
転
し
、
名

　

称
が
「
郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
せ

　

郡
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
郡
山
市
駅
前
２
―
10
―
15
住
友
生
命

　

郡
山
ビ
ル
６
階
）

　

☎
０
２
４
―
９
３
３
―
４
８
５
０

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
入
居
者
の
５
月
募
集
を
行
い

ま
す
の
で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確

認
の
う
え
、
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
入
居
資
格

　

・
西
郷
村
に
居
住
又
は
勤
務
先
が
あ

　

守
し
ま
す
。

●
開
催
日　

　

５
月
７
日
、
６
月
４
日
、
７
月
２
日

●
時
間　

17
時
〜
20
時

●
場
所

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　
（
白
河
市
本
町
２
番
地
）

■
予
約
・
問
合
せ

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
―
１
７
８
５

　

10
時
〜
12
時
30
分
・
13
時
30
分
〜
16
時

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談
会

開
催

●
開
催
日　

５
月
11
日
㈪

●
時
間　

10
時
〜
15
時

●
場
所

　

商
工
会
議
所
会
館
大
ホ
ー
ル

　
（
白
河
市
大
手
町
５
―
12
）

■
問
合
せ　

福
島
県
弁
護
士
会

　

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
２
３
３
４

無
料
相
談

　

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
の
ご
相
談

を
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

西
郷
村
適
応
指
導
教
室
「
す
こ

や
か
教
室
」
設
置
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

学
校
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
こ
の
度

「
す
こ
や
か
教
室
」
を
旧
み
ず
ほ
保
育
園

を
活
用
し
、
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に
よ
り
登

校
で
き
な
い
で
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

状
況
に
応
じ
て
適
切
な
相
談
及
び
指
導
援

助
を
行
い
、
学
校
へ
の
復
帰
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
室
を
希
望
す
る
場
合
は
各
学

校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課（
学
校
教
育
係
）

「
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

相
談
開
催
日
に
つ
い
て
（
無
料
）

●
相
談
内
容

　
　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

　

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

　

年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
。

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
緊
急

　

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

　

の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

　
　

こ
と

　

※
本
件
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ

　
　

き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
２
９

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル

　

デ
ィ
ン
グ
ス
広
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
―
６
２
３
８
―
２
４
４
６

　

株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
社
長
室

　

☎
０
２
４
―
９
２
４
―
３
３
０
５

レ
ジ
袋
無
料
配
布
取
り
止
め
の

お
知
ら
せ

　

福
島
県
で
は
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
廃
棄
物
の
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
、
事
業
者
、
消
費
者

団
体
、
行
政
に
よ
る
「
レ
ジ
袋
の
削
減
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
平
成
21
年
６

月
１
日
㈪
か
ら
県
内
の
主
要
な
食
品
ス
ー

パ
ー
等
で
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
の
取
り

止
め
（
有
料
化
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
製
造
や
焼
却
処
分
に
は
石
油

な
ど
の
貴
重
な
天
然
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
使
わ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ

ジ
袋
を
無
駄
に
使
わ
な
い
と
い
う
取
り
組

み
は
、
誰
で
も
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
で
す
。

　

お
買
い
物
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ

て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

※
実
施
店
舗
名
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

実
施
店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
が

　

掲
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
レ
ジ
袋

　

の
使
用
削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
共
生
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
４
８

　

�http://w
w
w
cm
s.pref.

　
　

fukushim
a.jp/

　

住
民
生
活
課
（
生
活
環
境
係
）

平
成
21
年
ふ
る
さ
と
講
座
第
１
回

の
お
知
ら
せ

●
日
時

　

５
月
14
日
㈭　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

　
　
「
西
郷
村
の
歴
史
―
立
村
120
年
を
迎

　

え
て
―
（
仮
）」

※
文
化
財
担
当
職
員
が
説
明
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
の

名
称
変
更
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
高
齢

者
・
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
生
活
に
必

要
な
お
金
の
出
し
入
れ
な
ど
を
公
的
な
制

度
で
お
手
伝
い
す
る
「
地
域
福
祉
権
利
擁

護
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
事
業
名
称
を
平
成
21
年
４
月
よ
り
「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
に
変
更
い
た
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
と
変

更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

西
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
５
―
５
４
５
４

　

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
３
―
２
４
４
２

　

福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

〜
福
島
県
と
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
〜

「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」

を
締
結

　

福
島
県
と
株
式
会
社
セ
ブ
ン
―
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
、
株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
は
、
２
０
０
９
年
４
月
２
日
㈭
、
地

産
地
消
や
食
育
・
健
康
増
進
、
災
害
対

策
等
10
分
野
に
お
い
て
相
互
の
連
携
を

強
化
し
、
福
島
県
内
に
お
け
る
地
域
の

一
層
の
活
性
化
に
資
す
る
「
地
域
活
性

化
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
い
た
し
ま

し
た
。

●
連
携
事
項

　

①
地
産
地
消
と
福
島
県
産
品
の
販
路

　
　

拡
大
に
関
す
る
こ
と

　

②
観
光
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

　

③
食
育
・
健
康
増
進
に
関
す
る
こ
と

　

④
環
境
問
題
対
策
に
関
す
る
こ
と

　

⑤
地
域
や
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に

　
　

関
す
る
こ
と

　

⑥
子
ど
も
・
青
少
年
育
成
に
関
す
る

　
　

こ
と

　

⑦
高
齢
者
支
援
に
関
す
る
こ
と

　

⑧
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と

　

⑨
障
が
い
者
支
援
に
関
す
る
こ
と

　

⑩
そ
の
他
、
地
域
社
会
の
活
性
化
・

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る

（
旧
）
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　
　
　
　
　

←

（
新
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業



広報にしごうNo.461 　

●
参
加
対
象

　

小
学
生
、
中
学
生

　

・
初
級
コ
ー
ス　

10
名

　

・
中
級
コ
ー
ス　

15
名

●
参
加
費　

　

▽
は
じ
め
て
の
場
合

　
　

１
，
０
０
０
円
（
盤
・
駒
代
と
し
て
）

　

▽
継
続
の
場
合

　
　

無
料
（
登
録
の
み
必
要
）

●
応
募
方
法

　

①
応
募
は
、
参
加
申
込
書
を
郵
送
又

　
　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
直
接
申
込
く
だ
さ
い
。

　

②
定
員
に
な
り
次
第
申
込
を
締
め
切

　
　

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部
事
務
局

　

☎
０
９
０
｜
１
９
３
３
｜
５
０
３
１

　

℻
２
８
｜
２
４
１
７

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
10
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
事
業
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

　

日
時
、
会
場
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

　
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

　

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

●
派
遣
先

　
　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン

　

ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

●
日
程　

７
月
24
日
㈮
〜
８
月
16
日
㈰

　
（
８
〜
18
日
間
）

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
対
象　

　
　

小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生
の

　

方
ま
で

●
参
加
費

　

19.0
〜
49.8
万
円
（
共
通
経
費
は
別
途
）

●
締
切　

６
月
５
日
㈮
及
び
15
日
㈪

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
資
料
請
求
・
申
込
み
・
問
合
せ

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０
―
０
０
０
４

　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
―
11

　
大
村
ビ
ル
３
階

　

☎
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

　

℻
０
３
―
３
３
５
４
―
２
２
０
７

　

�info@
kskk.or.jp

　

�http://w
w
w
.kskk.or.jp

自
衛
官
（
特
別
職
国
家
公
務
員
）

募
集
の
お
知
ら
せ

　

募
集
コ
ー
ス
は
「
一
般
曹
候
補
生
」
で

す
。
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
「
中
堅
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

多
く
の
方
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
締
切　

５
月
12
日
㈫

●
試
験
日　

５
月
23
日
㈯

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
試
験
種
目

　
　

筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査
・

　

口
述
試
験

※
受
験
方
法
、
制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
く

　

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
２
４
―
０
３
７
２

こ
ど
も
将
棋
教
室

●
期
日　

　

６
月
６
日
㈯
〜
平
成
22
年
２
月
20
日
㈯

　

毎
月
、
第
１
・
３
土
曜
日

●
時
間　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

白
寿
園
（
白
河
市
北
中
川
原
313
）

　

☎
２
４
｜
４
２
２
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

●
受
付
期
間

　

６
月
23
日
㈫
〜
30
日
㈫　

　
（
受
付
最
終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

●
第
１
次
試
験

　

９
月
６
日
㈰

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の
詳

　

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　

�http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

　
　

saiyo.htm



　Ｈ２１．　５．　１

■問合せ　住民生活課 ( 交通防災係 )　☎ 25-2197

振り込め詐欺防止街頭啓発活動実施（３月 25 日）

　西郷村では、平成 21 年４月末から定額給付金の支給が始まりました。これに先駆け、地域安全推進協
議会運営委員会と地域安全活動推進隊、防犯連絡協議会では、ジャスコ白河西郷店で街頭啓発活動として、
「それうそかも？」運動チラシを配りました。

「それうそかも？」運動実施中

春の全国交通安全運動（４月６日～ 15 日）

　運動期間中、交通対策協議会や交通安
全母の会、地域安全推進協議会等は様々
な活動を行いました。４月 10 日の「交
通事故死ゼロの日」には、役場駐車場に
福島県警の「運転能力検定車」を準備し、
役場を訪れた村民の方に運転能力を再認

識するための各種テストを、受けていた
だきました。また、西郷駐在所前の国道
289 号線では、白河警察署長と共にドラ
イバーに対し、チラシを配り、安全運転
を呼びかけました。
　各行政区の皆様、交通安全協会各分会
の皆様には、運動期間中の各交差点での
交通指導、パトカーでの巡回、大変あり
がとうございました。

西郷村の地域安全
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●今月の顔────
6・7ケ月児健康相談に来ていた（4/9）
　　　　　　　無邪気な子どもたちです。

人口と世帯数（4月 1日現在）人口 19,714 人（前月比 -37）男 9,921 人（-22）女 9,793 人（-15）世帯数 6,566 戸（-4）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

日 月 火 水 木 金 土
1
生活総合相談所
(9:00文化センター)
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
健康ウォーキング
（10:00保健福祉センター)

2

3憲法記念日 4みどりの日

                                      

5こどもの日 6振替休日 7
献血
(13:00 文化センター )

8
生活総合相談所
(9:00文化センター)
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
交通教室
(10:15 西郷養護学校・小学部 )

9
川谷小中学校運動会
（8:30川谷小中学校）

10 11
母子手帳交付・
健康相談日
(13:00 保健福祉セ
ンター )
心配ごと相談会
(13:00 高齢者生活
支援センター )

12
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
交通教室
(10:45 西郷養護学
校・中学部 )

13
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )

14
12~13ヵ月児健康相談
(9:30 保健福祉セ
ンター )
おひざにだっこの
おはなし会
(10:30文化センター)

15
生活総合相談所
(9:00文化センター)
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )

16
熊倉、小田倉、羽太、
米小学校運動会
（8:30熊倉、小田倉、
羽太、米小学校）

17
ふるさと講座ウォ
ーキング
(8:00 追原地区 )

18
身体障がい者福祉
会総会
(10:30 ちゃぽラン
ド西郷 )
行政相談所
(13:30文化センター)

19
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
交通教室
(10:00まきば保育園)
幼年消防入団式
(10:00村立西郷幼稚園)

20
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
西郷村単位制総合
大学入学式
(13:30文化センター)

21
４ヵ月児健康診査
(13:00 保健福祉セ
ンター )

22
生活総合相談所
(9:00文化センター)
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
交通教室
(10:00みずほ保育園)

23
源流の郷わくわく
健康ウォーキング
(8:30 キョロロン村
ねころんぼ広場 )

24 25
母子手帳交付・
健康相談日
(13:00 保健福祉セ
ンター )
心配ごと特別相談会
(13:00 高齢者生活
支援センター )

26
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
かしわもち作り会
(9:30村立西郷幼稚園)

27
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
幼児・6 歳児歯科
クリニック
(幼児 13:00,6 歳児 13:45
保健福祉センター )

28 29
生活総合相談所
(9:00文化センター)
つどいの広場
(9:30 旧みずほ保育
園舎 )
英語で遊ぼう
(10:00まきば保育園 )

30

31
赤面山山開き
（8:00 旧白河高原
スキー場）

★県南地域の主な行事です
　　　　あそびの学校「いろいろな木の組み合わせ / 創作 
　　　木工」（ジャスコ白河西郷店 13:30）
　　　　　  ゴールデンウィークまほろんまつり（まほろん 10:00）
・5/3 ～ 5　 端午の節句（白河関の森公園 10:00)　　　
　　　　健康公開講座「眼の成人病について」船久保眼科
　　　　医院船久保博人（マイタウン白河 14:00）　　　

　
　　　　 　　 わんぱく自然体験塾（那須甲子青少年自然　
　　　の家 10:30）
　　　　鹿の角で釣り針つくり（まほろん 10:00）

・5/23 ～ 24

・5/30・5/2 ～ 6

・5/3

・5/12


